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木俣美樹男 研究成果一覧表 

   カシミールの氷河端末にて 

  小林往央さん撮影（1987） 

専攻：民族植物学、環境学習原論  

現在所属:自然文化誌研究会／植物と人々の博物館研究員、東京学芸大学名誉教授 

学位：理学士（静岡大学 1972）、葯培養によるコムギ属、エギロプス属およびカモジグサ属

植物のカルス誘導と器官再分化 

農学修士（東京教育大学 1974）、トウモロコシの分けつ芽の発育初期における物質代謝につ

いて 

農学博士（京都大学 1980）、Studies on the Comparative Ecogenetics of Annual and 

Perennial Plants  

職歴：東京学芸大学（1974～2014）、職業教育教員養成（農学）課程助手を経て、環境教育

研究センター教授で退職  

研修生・共同研究員・客員教授など経験：国立遺伝学研究所研修生、国立科学博物館共同

研究員、国立民族学博物館共同研究員、インド バンガロ-ル 農科大学客員、タイ バンコ

ック ラジャバト大学プラナコン客員、UK カンタベリー ケント大学客員。王立植物園キュ

ー・インターン、東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所フェロー（2014～2020）

など。 
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旧所属学会(退職により順次 退会)：日本植物学会、育種学会、種生物学会、生態学会、雑

草学会、南アジア学会、日本環境教育学会、雑穀研究会、Economic Botany、International 

Society of Ethnobiology、など。  

主な海外調査など： 1983、ネパール・インドにおける稲、雑穀、香辛料の栽培と利用に関

する研究（第２次）、 インド・ネパール。  

1985、インド亜大陸における雑穀の栽培とそれをめぐる農牧文化の研究（第１次）、パキス

タン・インド。  

1987、インド亜大陸における雑穀の栽培とそれをめぐる農牧文化の研究（第２次）、インド。 

1989、インド亜大陸における雑穀の栽培とそれをめぐる農牧文化の研究（第３次）、パキス 

タン・インド。  

1993、ユ-ラシアをつなぐ雑穀文化に関するフィールド調査、中央アジア５カ国（ウズベ キ 

スタン、タジキスタン、カザフスタン、キルギスタン、トルクメニスタン）。  

その他、 アメリカ合衆国、タイ、カナダ、オーストラリア、中国、韓国、ロシア、イギリ 

ス、ドイツ、オランダ、オーストリア、デンマーク、フランス、ベルギー、チェコ、ポルト

ガル、スペイン、イタリア、ヴァチカン市国、モナコ公国ほか。 

最近の研究業績（2014～現在） 

退職後の著作は主に『民族植物学ノオト』および個人ホームページ（生き物の文明への

黙示録）に掲載しており、印刷出版はしない。電子出版は出版社の企画によらず、自由に

書けるし、読みたい人が無料 pdf で読むことができる。国会図書館に、植物と人々の博物

館サイトごと更新収録されるので、50余年の研究成果を文献資料として残すことができる。 

 

自選集全 7 巻： 誤字脱字などの最終修正中 

第 1 巻『環境学習原論―人世の核心』（2021 増補改訂版）、 

第 2 巻『第四紀植物』（2022） 

第 3 巻『日本雑穀のむら』（2022） 増補中 

第 4 巻『雑穀の民族植物学―インド亜大陸の農山村から』（2026） 

第 5 巻『雑穀の起原と伝播』（2025） 

第 6 巻『生き物の文明への黙示録』（2026） 増補中 

第 7 巻 Vol. VII,“ Key Elements of Millet Ethnobotany” （2025） 

ご希望の方には DVD などで 2026 年内に差し上げる予定。 

 

2026  

黍稷農季人 2026、巻頭言 — もう一つの阿修羅はどう生きたのか、民族植物学ノオト第 19

号：2.  

Kimata, M., H. Shibata, and A. Ito 2026, Comparative Studies on the Life Histories 

and Hybridization of Rorippa cantoniensis, R. islandica, R. dubia, R. indica and 

R. x brachyceras, Cruciferae, Ethnobotanical Notes No.19:12-35. 

木俣美樹男 2026、行政の公共事業と市民の公共活動 （事例研究）民族植物学ノオト第 19

号：36-38。 

http://www.ppmusee.org/_src/20720/19-P12_kimata-shibata-ito.pdf
http://www.ppmusee.org/_src/20720/19-P12_kimata-shibata-ito.pdf
http://www.ppmusee.org/_src/20720/19-P12_kimata-shibata-ito.pdf
http://www.ppmusee.org/_src/20725/19-P36_kimata.pdf
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木俣美樹男 2026、［付録 2］植物と人々の博物館 2025 年の活動記録、民族植物学ノオト第

19 号：42-43。 

 

2025  

黍稷農季人 2025、巻頭言：近未来への希望の在処、民族植物学ノオト第 18 号：1.  

木俣美樹男・長濱和代 2025、環境学習による心の構造と機能の文化的進化—人新世における 

自己家畜化について、民族植物学ノオト第 18 号：6-20.  

木俣美樹男 2025、日本環境教育学会史における認識の修正および異見、民族植物学ノオト 

第 18 号：21-31.  

木俣美樹男 2025、日本の大学探検部の始まりと学大探検部の系譜、民族植物学ノオト第 18 

号：32—39.  

山口晶 2025、心の構造と機能を考える、民族植物学ノオト第 18 号：40—41.  

木俣美樹男 2025、雑穀の民族植物学－インド亜大陸の農山村から（電子版）、植物と人々の 

博物館。  

木俣美樹男 2025、はじめに、INCH50 周年記念誌、1，自然文化誌研究会。 

木俣美樹男 2025、創設から現在まで、INCH50 周年記念誌、12－20、自然文化誌研究会。 

Mikio KIMATA 2025, Key Elements of Millet Ethnobotany (Electric publishing), 

Plants and People Museum. 

 

2024 

黍稷農季人 2024、巻頭言：風の時代に心を深く考える、民族植物学ノオト第 17 号：1. 黍

稷農季人 2024、この阿修羅は天道の門の近くに咲く草花に転生する～風の時代に心を豊か

に育む～、民族植物学ノオト第 17 号：55-70。  

木俣美樹男 2024、雑穀街道普及会の顛末記：多くの感謝と少しの謝罪～見捨てられた穀物

への多くの感謝と少しの謝罪、民族植物学ノオト第 17 号：1-54。  

木俣美樹男 2024、環境学習による心の構造と機能の文化的進化、第 35 回日本環境教育学 

会大会。  

木俣美樹男・福田恵一・長濱和代・小柳知代 2024、希望を創る環境学習を求めて、第 35 回 

日本環境教育学会大会。 

 

2023 

黍稷農季人 2023、巻頭言：個人を確かめ、超えていく存在、民族植物学ノオト第 16 号：

1。  

木俣美樹男 2023、植物と人々の博物館小史、民族植物学ノオト第 16 号：47-93。  

木俣美樹男 2023、随筆国際雑穀年 2023 への餞、雑穀研究 No.37:21-24。 

木俣美樹男 2023、果てしない雑穀の物語、雑穀研究 No.38:35-37。 

木俣美樹男 2023、雑穀街道を FAO 世界農業遺産に、国際雑穀年 2023、雑穀街道普及会。 

木俣美樹男 2023、雑穀は生物文化多様性豊かな食と農の文化残したい、女性のひろば通巻

529：47-51。 

木俣美樹男 2023、巻頭言、生きている文化財―雑穀と家族農業に誇りある未来を、国際農

林業協力 46（1）：1。 

http://www.ppmusee.org/_src/20764/19-P42_apendix-2.pdf
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木俣美樹男 2023、2023 年は国際雑穀年～日本の雑穀街道文化を FAO 世界遺産に、木俣美樹

男さんインタビュー、つぶつぶ vol.15:2-4。 

木俣美樹男 2023、雑穀物語 1、立花登さん夫妻、つぶつぶ vol.16:14。 

木俣美樹男 2023、雑穀物語 2 降矢静夫さん夫妻、つぶつぶ vol.17:17。 

木俣美樹男 2023、雑穀物語 3 椎葉秀行さん夫妻、つぶつぶ vol.18:19。 

木俣美樹男 2023、雑穀物語 4 貝澤薫さん夫妻、つぶつぶ vol.19:。 

木俣美樹男 2023、三椏の小毬、クリンネス通巻 447 号：20。 

木俣美樹男 2023、薔薇の色と香、クリンネス通巻 449 号：32。 

木俣美樹男 2023、紫陽花の色の移ろい、クリンネス通巻 451 号：12。 

木俣美樹男 2023、再生への百日紅、クリンネス通巻 453 号：18。 

木俣美樹男 2023、満月を仰ぐ紫苑、クリンネス通巻 455 号：25。 

木俣美樹男 2023、木枯らしにも凛々しい山茶花、クリンネス通巻 457 号：9。 

 

2022  

木俣美樹男 2022、第四紀植物（電子版）、植物と人々の博物館。  

木俣美樹男 2022、日本雑穀のむら（電子版）、植物と人々の博物館。  

黍稷農季人 2022、巻頭言人新世の姿形寡聞、民族植物学ノオト第 15 号：1。  

山口晶 2022、大学とは何だろうか～ 木立の冬、そして大学論へ、民族植物学ノオト第 15 

号：42- 91。  

降矢静夫・木俣美樹男 2022、山村農人降矢静夫対話集（電子版）、植物と人々の博物館。  

木俣美樹男編 2022、降矢静夫光岑書簡集～最後の山村農人からの贈物、希望（電子版）、

植物と人々 の博物館。  

木俣美樹男 2022、早春に香る蝋梅と梅、クリンネス通巻 435 号：9。  

木俣美樹男 2022、春爛漫の桜の香り、クリンネス通巻 437 号：9。  

木俣美樹男 2022、雨間に匂う梔子、クリンネス通巻 439 号：20。  

木俣美樹男 2022、暑熱も清涼に香る縮砂、クリンネス通巻 441 号：9。  

木俣美樹男 2022、キンモクセイの香りと実、クリンネス通巻 443 号：10。  

木俣美樹男 2022、冬に香る枇杷の妙味、クリンネス通巻 445 号：18。  

 

2021  

木俣美樹男 2021、正月歳神様を寿ぐ植物、クリンネス通巻 422 号：9。  

木俣美樹男 2021、春に招く桃の節供、クリンネス通巻 424 号：10。  

木俣美樹男 2021、五月晴れの端午の節句、クリンネス通巻 426 号：10。  

木俣美樹男 2021、星に祈る七夕祭り、クリンネス通巻 428 号：12。  

木俣美樹男 2021、菊薫る重陽、クリンネス通巻 430 号：14。  

木俣美樹男 2021、花のように生きる、クリンネス通巻 432 号：17。  

木俣美樹男 2021、巻頭言、素のままの美しい暮らしと持続可能な開発目標、民族植物学ノ

オト第 14 号： 1。  

木俣美樹男 2021、山村農人の教養～降矢静夫 20 世紀末の山里暮らし～、民族植物学ノオ

ト第 14 号： 52-75。  
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文福洞先斗 2021、日本のムラ社会における撥撫発生の事例分析、民族植物学ノオト第 14 

号：76-115。  

黍稷農季人 2021、孤独と孤立～ムラ社会の撥撫に抗う心の構造と機能（電子版）、植物と

人々の博 物館。  

木俣美樹男 2021、食べ物と農耕に依拠する私たちの不易の暮らし、環境と文明 29（11）：

5-6.  

木俣美樹男 2021、環境学習原論～人世の核心；増補改訂版（電子版）、植物と人々の博物

館。  

 

2020  

木俣美樹男 2020、巻頭言、老衰したこの国にも再生の春を希求する、民族植物学ノオト第 

13 号：1- 2。  

木俣美樹男 2020、インド関連の農業書および古典等に見られる穀物、民族植物学ノオト第 

13 号： 17-34。  

木俣美樹男 2020、まねごと山村農の 6 年記、民族植物学ノオト第 13 号：35-60。  

木俣美樹男 2020、降矢静夫光岑書簡集（電子版）、植物と人々の博物館。  

文福洞先斗 2020、冒険探検粉塵記改訂版（電子版）、植物と人々の博物館。  

木俣美樹男 2020、家族の物語：アシュラと禰豆子を事例に、環境と文明 27（7）：5-6.  

 

2019 

木俣美樹男 2019、巻頭言、商品ではない任意無償性への敬意、民族植物学ノオト第 12 号：

1。  

木俣美樹男 2019、先真文明時代への覚書 5、文明の野蛮へ退行、民族植物学ノオト第 12 

号：17- 36。  

木俣美樹男 2019、自分で日本国憲法を考える 3、民族植物学の視点から憲法に環境原則を

加える提 案のゆくえ、民族植物学ノオト第 12 号：37-57。  

木俣美樹男 2019、雑穀は世界を救う、自然栽培：20-28。  

木俣美樹男 2019、環境学習原論～人世の核心（電子版）、植物と人々の博物館。  

木俣美樹男 2019、自分で考える日本国憲法（電子版）、植物と人々の博物館。  

木俣美樹男 2019、先真文明の時代（電子版）、植物と人々の博物館。  

 

2018  

木俣美樹男 2018、巻頭言、解きたい謎―西暦第 2 千年紀に生きる、民族植物学ノオト第 11 

号：1。  

木俣美樹男 2018、九州・沖縄地方における雑穀農耕文化複合、民族植物学ノオト第 11 号：

7-50。  

木俣美樹男 2018、自分で日本国憲法を考える、第 2 報 憲法に書き加える環境原則、民族

植物学ノ オト第 11 号：51-55。  

木俣美樹男 2018、信仰の個人主義を探る―発端：科学への妄信を越えるために、民族植物

学ノオト 第 11 号：56-62。  
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木俣美樹男ほか 2018、シンポジウム報告；憲法に環境（持続性）原則の導入を～改憲論議

は 9 条問題だけではない、環境と文明 26（12）：4-10。  

 

2017  

木俣美樹男（監修）2017、こどもかんきょう絵じてん、三省堂、東京。  

木俣美樹男 2017、インドにおけるカリフ農耕文化の構成要素である雑穀の栽培化過程と伝

播、南アジア学会（東京）。  

木俣美樹男 2017、焼畑の作物、特に雑穀の栽培方法と現代的価値、椎葉焼畑研究会。  

木俣美樹男 2017、タネは誰が守るの？種子法の廃止を受けて、では何が出来るか、日本パ

ーマカル チャー・センター。  

木俣美樹男 2017、巻頭言、生活世界の平安保守、民族植物学ノオト第 10 号：1。  

木俣美樹男 2017、欧米の雑穀見聞録、民族植物学ノオト第 10 号：58-61。  

木俣美樹男 2017、自分で日本国憲法を考える、民族植物学ノオト第 10 号：62-107。  

木俣美樹男 2017、学習生態および思考形態とこのくにの過誤、環境と文明 25（10）：8-9。  

 

2016  

木俣美樹男 2016、巻頭言 多様な生活文化の中の雑穀（特集）、 民族植物学ノオト 9: 1。 

Kimata Kimata M. 2016, Domestication process and linguistic differentiation of 

millets in the Indian subcontinent, Ethnobotanical Notes 9: 12-24.  

Kimata M. 2016, Tertiary domestication process of korati, Setaria pumila (Poaceae) 

through the mimicry to other grain crops in the Indian Subcontinent, Ethnobotanical 

Notes 9: 25-38.  

Kimata M. 2016, Domestication process of korati, Setaria pumila (Poaceae), in the 

Indian subcontinent on the basis of cluster analysis of morphological 

characteristics and AFLP markers, Ethnobotanical Notes 9: 39-51.  

Kimata M. 2016, Domestication and dispersal of Panicum miliaceum L。 (Poaceae) in 

Eurasia, Ethnobotanical Notes 9: 52-65.  

Kimata, M., Y. Ishikawa, H. Kagami, A. Otsubo and K. Otsuka 2016, Agricultural 

complex of millets in the Indian subcontinent, Ethnobotanical Notes 9: 2-11.  

木俣美樹男 2016、嗜好品、植物学の百科事典、724-725、丸善、東京。  

 

2015  

木俣美樹男 2015、巻頭言―新しがりの病を治して、再び人が生きる道の復興 renaissance 

へ、民族植物学ノオト 8: 1。  

木俣美樹男 2015、生きるという任意・自律的な営為を動かす心情の省察、民族植物学ノ オ

ト 8: 23-66。  

 

2014  

木俣美樹男 2014、ホームガーデンによる生物文化多様性保全と家族食料安全保障―特集 に

あたっ て、調査研究の概要と趣旨―、環境教育学研究 23：19-30。  
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木俣美樹男 2014、岩手県の雑穀栽培と家族・地域の食料安全保障、環境教育学研究 23： 

103-130。  

木俣美樹男 2014、教科『環境科』の予備的検討、環境教育 24（1）： 150-159。 木俣美樹

男、2014、生涯にわたる環境学習過程の構造―環境学習原論の構築に向けて―、 環境教育 

24（2）： 1-14。  

木俣美樹男 2014、植物と人々とのかかわりの文化誌―学問としての民族植物学、クリンネ

ス通巻 344：2-7。イカリ環境事業グループ、東京。  

木俣美樹男 2014、子どもたちへの環境教育①冒険の日々、クリンネス通巻 346：16。  

木俣美樹男 2014、子どもたちへの環境教育②農学校の今日、クリンネス通巻 347：12。  

木俣美樹男 2014、子どもたちへの環境教育③彩色園の生物文化多様性、クリンネス通巻 

349：26。  

木俣美樹男 2014、 4.6 生物季節から生物文化多様性へ、山下脩二・樋口利彦・吉冨友恭 

編、環境の学習と観測にもとづいたグローブプログラムの理論と実践―学校における観測 

活動から地球と 地域の環境を考える―、149-155、古今書院、東京。  

木俣美樹男 2014、巻頭言：ひとを評価する教養と専門性:、民族植物学ノオト 7: 1。  

木俣美樹男 2014、先真文明時代への覚書:、民族植物学ノオト 7: 29-37。  

木俣美樹男 2014、自らを問う ― 事例 0 を伴う付録資料:、民族植物学ノオト 7:38-47。 

木俣美樹男 2014、付録１。東京学芸大学民族植物学研究室が関わる国内外の学術調査 の記

録:、民族植物学ノオト 7: 48。  

木俣美樹男 2014、付録 2.東京学芸大学民族植物学研究室が関わる卒業論文、修士論 文、

博士論文の記録、民族植物学ノオト 7: 49-52。  

木俣美樹男 2014、未来のための伝統的知識の再創作、中山間地に残る伝統的知識による 地

域活性化に関する調査研究報告書「伝統知の現代的価値を求めて Traditional Knowledge」、

ｐ.8、緑と水の森林ファンド事業助成、ECOPLUS。  

木俣美樹男 2014、地域あるいは場での環境学習の意義―職場と仕事、学校と家庭・地域、 

学びと仕事、p.33-40、高野孝子編著「PBE 地域に根ざした教育、持続可能な社会づくりの 

試み」、海象社、東京。  

木俣美樹男 2014、若手研究者へのメッセージ―動き、考え、読み、書く―環境教育学の 論

文を書くということ、日本環境教育学会若手学会員の集い（2014.8.1、法政大学、東京） 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

1971～2013 年  （2014 定年退職） 

 

1971  

木俣美樹男・阪本寧男、1971、やく培養によるコムギ属、エギロプス属およびカモジグサ 

属植物のカルス誘導と器官再分化 (Callus induction and organ redifferentiation of 

Triticum, Aegilops and Agropyron by anther culture) 日本花粉学会会誌第 8 号：1- 

7。  

藤井太朗・木俣美樹男・阪本寧男 1971、コムギおよびエギロプス属のやく培養、やく培養 

シンポジウム。  
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1972 

Kimata, Mikio and Sadao Sakamoto. 1972. Production of haploid albino plants of 

Aegilops by anther culture. The Japanese Journal of Genetics 47(1):61-63. 4.  

 

1975  

木俣美樹男・山上真一・小林興 1975、カシュウイモむかご（地上塊茎）の休眠について (The 

dormancy in yam bulbils) 東京学芸大学紀要第 6 部門 27:6-10。  

木俣美樹男・小林興 1975、サギゴケ属の繁殖様式と種の分化、日本植物学会 第 40 回 大 

会。  

 

1976  

木俣美樹男 1976、サギゴケ属 Mazus の繁殖様式と生活型、第７回植物実験分類学シ ンポ 

ジウム。  

 

1977  

木俣美樹男・阪本寧男 1977、サギゴケ属の繁殖様式と自然集団、日本植物学会 第 42 回大 

会。  

木俣美樹男・阪本寧男 1977、ジュズダマ属の生活型と生育パタ-ン、日本植物学会 第 42 回 

大会。  

木俣美樹男・豊田篤治 1977、花壇用一年生草花に関する研究（第１報） サルビア３品種の 

生態的特性について、東京学芸大学紀要第 6 部門 29：1-9。  

木俣美樹男 1977、サギゴケ属の繁殖様式と生活型、種生物学研究 1:31-38。  

 

1978  

中込卓男・木俣美樹男 1978、ジュズダマ属の生活型と生育パタ-ン II、日本植物学会第 43 

回大会。  

木俣美樹男・豊田篤治 1978、花壇用一年生草花に関する研究（第２報） マリ-ゴ -ルド３ 

品種の生態的特性について東京学芸大学紀要第 6 部門 30：19-28。  

木俣美樹男・熊谷留美・佐々木典子・武井富士子・中込卓男 1978、雑穀のむら―特に雑穀 

の栽培と調理について、季刊人類学第 9 巻第 4 号：69-102。  

Kimata, Mikio. 1978. Comparative studies on the reproductive systems of Mazus 

japonicus and M. Miquelii (Scrophulariaceae). Plant Systematics and Evolution 

129(4):243-253. 

 

1979  

木俣美樹男・土橋稔・篠田具視 1979、雑穀食の伝承 東京都奥多摩町水根部落の事例、環境 

教育研究 第 2 巻 1・2 号：77-89。  

木俣美樹男・豊田篤治 1979、花壇用一年生草花に関する研究（第 3 報） マリ-ゴ -ルド 3 

品種の花芽の発育過程について、東京学 芸大学紀要第 6 部門 31：23-30。  

木俣美樹男 1979、雑穀食の伝承（1）関東山地中部における雑穀の栽培とその調理方法につ 

いて、環境教育研究会 第 2 回大会。  
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木俣美樹男・土橋稔・篠田具視 1979、雑穀食の伝承（2）東京都奥多摩町水根部落の事例に 

ついて、環境教育研究会 第 2 回大会。  

木俣美樹男・阪本寧男 1979、タネツケバナ属の生活型と繁殖様式、日本植物学会 第 44 回 

大会。  

Kimata, Mikio and Sadao Sakamoto. 1979. Comparative studies on the population 

dynamics of Mazus japonicus and M. Miquelii, Scrophulariaceae. The Botanical 

Magazine, Tokyo 92:123-134.  

 

1980  

木俣美樹男 1980、雑草性一年草と適応戦略の分化、日本遺伝学会 第 52 回大会シンポジ

ウム。  

Sakamoto, Sadao, Mikio Kimata and Makoto Kawase. 1980. An analysis of species of 

cultivated millet collected in Halmahera. Senri Ethnological Studies 7:181-190. 

 

1981  

木俣美樹男 1981、雑草の生物学、技術・家庭教育、昭和 56 年 8 月号：25-29。  

木俣美樹男・原沢伊世夫・村野正男・新井富彦・宮野生一 1981、体験学習による教育効果、 

環境教育研究会 第４回大会。  

 

1982  

木俣美樹男・横山節雄 1982、雑穀のむら 特に雑穀の栽培・調理の残存分布およびその要因 

について、季刊人類学 第 13 巻第 2 号：182-205。  

木俣美樹男 1982、イヌガラシ属の生活型および再生産システムの生態遺伝学的研究 I、日 

本植物学会 第 47 回大会。  

木俣美樹男 1982、ライムギ属の生活型および再生産システムの生態遺伝学的研究 I、日本 

植物学会 第 47 回大会。  

木村幸子・木俣美樹男 1982、キビの地理的変異について 特に北海道を中心に、日本生態学 

会関東地区大会。  

Kimata, Mikio and Sadao Sakamoto. 1982. Interrelationships between the mode of 

reproduction and the habitat of two weedy Agropyron species, A. tsukushiense and 

A. humidorum, Gramineae. Weed Research (Japan) 27(2):182-205.  

Kimata, Mikio and Takuo Nakagome. 1982. Comparative studies on the growth habit 

and growth pattern of Coix lacryma-jobi var. ma-yuen and var. lacryma-jobi, 

Gramineae. Bull. Tokyo Gakugei Univ. Sect VI. 34:1-10.  

 

1983  

木俣美樹男 1983、田畑共通雑草の生活史、日本雑草学会 第 22 回大会シンポジウム。 

河口徳明・木俣美樹男 1984、タネツケバナの生態型分化について、日本生態学会 第 31 回 

大会。  
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Mikio Kimata. 1983. Comparative studies on the reproductive systems of Cardamine 

flexuosa, C. impatiense, C. scutata and C. lyrata, Cruciferae. The Botanical 

Magazine, Tokyo 96:299-312.  

Kimata, Mikio. 1983. III-2. Characteristics of some grain crops, garden crops and 

weeds, and methods of cooking grains in Nepal. Fukuda, I. et al. Scientific 

Research on the Cultivation and Utilization of Major Crops in Nepal. The Japanese 

Expedition of Nepalese Agricultural Research, Tokyo. pp.40-58. Ichiro Fukuda and 

Kimata, Mikio. 1983. III-3. Legumes in Nepal. Fukuda, I. et al. Scientific Research 

on the Cultivation and Utilization of Major Crops in Nepal. The Japanese Expedition 

of Nepalese Agricultural Research, Tokyo. pp.59-72. 

Kimata, Mikio. 1983. Genecology and reproductive systems of weedy Mazus species, 

Scrophulariaceae. US-Japan Science Seminar, The New York Botanical Garden Cary 

Arboretum.  

 

1984  

木俣美樹男 1984、サギゴケ属植物の生活史と種生態、河野昭一編 『植物の生活史と進化 

１雑草の個体群統計学』pp.123-137、培風館。  

木俣美樹男・柴田一 1984、イヌガラシ属の生態型および再生産システムの生 態遺伝学的研 

究 II、日本植物学会 第 49 回大会。  

木俣美樹男・河口徳明・小林央往 1984、タネツケバナの生活型と繁殖様式 III、日本植物 

学会 第 49 回大会。  

 

1985  

木俣美樹男・宮本透・河口徳明、1985、学校園の研究 Ｉ. 自然への文化史的視点、東京学 

芸大学紀要第 6 部門 3７：1-7。  

木俣美樹男 1985、雑穀の栽培と調理、関東山地中部と北海道沙流川流域との比較、ならび 

にキビの変異について、国立民族学博物館シンポジウム「日本における畑作農耕の成立と 

系譜 日本の基層文化の分析」。  

 

1986  

木俣美樹男・木村幸子・河口徳明・柴田一 1986、北海道沙流川流域における雑穀の栽培と 

調理、季刊人類学 第 17 巻第 1 号：22-53。  

中込卓男・木俣美樹男 1986、自然体験学習の実践 方法論とプログラム、加藤一郎監修『教 

育と農村 どう進めるか体験学習』、pp.102-128、地球社。  

木俣美樹男 1986、イヌガラシ属雑草の生活史戦略の比較、国立遺伝学研究所研究集会「植 

物における種分化機構の解析 染色体レベル、ＤＮＡ・タンパク質など分子レベルからの追 

求」。  

木俣美樹男 1986、イヌガラシ属の生態型および再生産システムの生態遺伝学的研究 III、 

日本植物学会 第 51 回大会。  

中谷英夫・木俣美樹男 1986、イヌガラシ属の生態型および再生産システムの生態遺伝学的 

研究 IV、日本植物学会 第 51 回大会。  
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木俣美樹男 1986、タネツケバナの生活型と繁殖様式 IV、日本植物学会 第 51 回大会。  

木俣美樹男 1986、食文化と雑穀類の起源、日本環境学会第 12 回研究発表会シンポジウム。  

Kimata, Mikio. 1986. Genecology and reproductive systems of weedy Mazus species, 

M. japonicus and M. Miquelii, Scrophulariaceae. Bull. Tokyo Gakugei Univ. Sect. 

VI 38:1-12. 

 

1987  

木俣美樹男 1987、栽培植物起源学の視点で、長寿村棡原総合研究年報 1:38-39。  

木俣美樹男 1987、野外教育とその研究施設について、近畿教育系農場報告第 5 号：43-46。 

木俣美樹男 1987、第 2 章Ｉ 「野外教育実習施設」の設置をめざして、文化的資源として

の森林・木、第 3 部 教育における森林・山村の役割とその評価報告書、pp.15-20、林野庁

企画課。  

木俣美樹男 1987、第 4 章 アメリカ合衆国における野外教育活動の現状と評価、文化的資 

源としての森林・木、第 3 部 教育における森林・山村の役割とその評価報告書、pp.111 

129、林野庁企画課。  

木俣美樹男 1987、インド亜大陸における雑穀の栽培と調理、生活学会 第 13 回秋季研究発 

表会。  

Kimata, Mikio. 1987. Grain crop cookery in South India. A Preliminary Report of 

the Studies on Millet Cultivation and its Agro-postral Culture Complex in the 

Indian Subcontinent. I:41-55. Kyoto University.  

 

1988  

木俣美樹男 1988、南インドにおける雑穀の栽培と調理について、生活学 第 13 冊：127-149。 

木俣美樹男 1988、雑穀の栽培と調理、佐々木高明・松山利夫編 『畑作文化の誕生 縄文農 

耕論へのアプロ-チ』、pp.189-211、日本放送出版協会。  

木俣美樹男 1988、キビの地理的変異と分化、国立遺伝学研究所研究集会。  

木俣美樹男 1998、キビの地理的変異と分化、第 2 回雑穀研究会シンポジウム。  

木俣美樹男 1988、キビの地理的変異と分化 I、日本植物学会 第 53 回大会。  

 

1989  

木俣美樹男 1989、自然のイメージ、本谷勲退官記念事業実行委員会編『多摩川の流れ』、 

pp.240-243．  

木俣美樹男 1989、第１章１開催までの経緯と準備 pp.6-7、第 2 章 4 本部班の記録 pp.28 

30、第４章冒険学校の総括と今後の課題 pp.53-55、FAI 冒険学校報告書、東京学芸大学附 

属野外教育実践施設。  

木俣美樹男・新井富彦・宮野生一・村野政男 1989、東京学芸大学内の自然観察路について、 

特定研究「野外教育のフレーム・ワークづくりと教材開発に関する研究」、pp.10-22、東京 

学芸大学。  

木俣美樹男 1989、第 1 部総論 pp.1-9、第２部各論 III 今後のネットワ-キングづくりの

問 題点と課題 多摩川上流 6 町村の実態から pp.54-58、都市と農村のネットワ-キングに

関す る調査報告書、（財）農村開発企画委員会。  
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木俣美樹男 1989、第 4 章発展学習のための教材開発 pp.75-92、付録 2 植物教材の開発・ 

保存・供給方法 pp.175-193、日本人学校向けの理科教材開発研究（II）、東京学芸大学海外 

子女教育センタ-。  

木俣美樹男 1989、第 3 節教育における森林・山村の役割とその評価、森林・ 木と人間生

活 に関する総合調査報告書、pp.96-105、林野庁企画課。  

木俣美樹男 1989、IV 環境教育と山業の関わり、神奈川県「２１世紀の望ましい森林・林業 

のあり方」調査事業報告書、pp.43-55、（財）森とむらの会。  

木俣美樹男 1989、雑穀のル-ツをもとめて、健康医学 437：43-48。  

木俣美樹男 1989、学校教育制度と自然の学習、国立公園 No.474：15-19。  

木俣美樹男 1989、日本人の自然観と環境教育、月刊社会教育、第 33 巻第 10 号：6-14。  

木俣美樹男 1989、環境教育と森林・林業、林野時報 第 36 巻第 7 号：2-4。  

瀬谷勝頼・小川泰彦・木俣美樹男 1989、FSI アドベンチュアースク-ルへ の応募児童・保 

護者の参加意識、環境教育研究会 第 11 回大会。  

瀬谷勝頼・小川泰彦・木俣美樹男 1989、環境教育としての冒険学校、第 4 回 野外教育シン 

ポジウム。  

木俣美樹男 1989、環境教育学会の設立に向けて、4 回野外教育シンポジウム。  

木俣美樹男 1989、関東山地の雑穀について、第 3 回雑穀研究会シンポジウム。  

Mikio Kimata. 1989. Grain crop cookery on the Deccan Plateau. A Preliminary Report 

of the Studies on Millet Cultivation and its Agro-postral Culture Complex in the 

Indian Subcontinent. II:33-50. Kyoto University.  

Hisao Kobayashi and Mikio Kimata. 1989. Millets in Maharashtra and Orissa in India. 

A Preliminary Report of the Studies on Millet Cultivation and its Agro-postral 

Culture Complex in the Indian Subcontinent. II:1-9. Kyoto University. 

Kimata, Mikio. 1989. Geographical distribution of waxy:non-waxy endosperms and 

phenol color reaction in proso millet, Panicum miliaceum L. With special reference 

to northern propagation route to Japan. 4th International Symposium of Plant 

Biosystematics.  

 

1990  

木俣美樹男・川上確也・岩谷美苗・小川泰彦 1990、環境教育の方法論とその実践に関する 

研究 Ｉ. 環境教育プログラムと冒険学校、東京学芸大学附属野外教育実践施設報告野外教 

育 1:11-24。  

木俣美樹男 1990、ムラサキサギゴケ・トキワハゼ、『フィ-ルド ウオッチング １新緑の季 

節を歩く』、pp.96-99、北隆館。  

木俣美樹男 1990、環境教育、世界自然保護基金、ワシントン条約、『国際教育事典』、株式 

会社アルク。  

木俣美樹男 1990、V．宮ケ瀬ダム流域周辺における環境教育、神奈川県「宮ケ瀬ダム流域森 

林地域計画」調査事業報告書、pp.43-56、（財）森とむらの会。  

木俣美樹男 1990、第 1 章冒険学校の基本理念と開催準備、第 2 章 4(1)(4)、野外における 

環境教育 4、東京学芸大学附属野外教育実践施設。  
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木俣美樹男 1990、インドの穀物料理、教室の窓中学社会 新しい社会、No.343：6-8、東京 

書籍。  

木俣美樹男 1990、日本環境教育学会の創立、遺伝 第 44 巻第 8 号：10-11。  

木俣美樹男 1990、日本の森林と子どものために手をつなごう、現代林業 第 291 号：24-29。 

木俣美樹男 1990、環境教育を学校でどうすすめるか、総合教育技術 第 45 巻第 13 号：62。 

木俣美樹男・川上確也・岩谷美苗・小川泰彦 1990、環境教育の方法論とその実践に関する 

研究 １．環境教育プログラムと冒険学校、日本環境教育学会創立大会。  

木俣美樹男 1990、雑穀研究から、第 1 回家庭栄養研究会雑穀シンポジウム。  
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都市農業問題に関する研究 pp.51-62、横浜市都市農業問題研究会。  

木俣美樹男 1993、通学圏（学校区）におけるエコミュ-ジアムの活用、「環境教育のための 

人づくり・場づくり報告書」pp.118-123、（財）日本地域開発センター。  

木俣美樹男 1993、アフロ・ユ-ラシアにおける雑穀類の起原・伝播と食文化、グロ-バルネ

ット 29：22-23。  



 

16 

 

木俣美樹男・叶田真規子 1993、西トルキスタンの雑穀栽培、雑穀研究 第 4 号：1-2。  

木俣美樹男 1993、探検家への夢、四季の生活科：54-57。  

木俣美樹男 1993、栽培植物・家畜の起源と環境教育、平成 4 年度教員養成大学・学部教官 

研究集会。  

木俣美樹男 1993、雑穀の利用、アジア民族文化フォ-ラム「南アジアの食文化」シンポジウ 

ム、アジア民族造形文化研究所。  

 

1994  

木俣美樹男 1994、キビの地理的起源地と民族植物学、『種生物学研究』第 18 号：5-12。  

木俣美樹男 1994、環境教育と森林・林業、アメリカの森林教育、社団法人全国林業改良普 

及協会編『森林教育の進め方』pp.54-59、pp.337-340。  

木俣美樹男 1994、農山村エコミュ-ジアムを創る、(財)日本環境協会編『市民の環境保全ハ 

ンドブック--環境にいいこと始めよう』pp.120-123、中央法規。  

木俣美樹男 1994、農山村エコミュ-ジアムの考え方、ｐ.3、はじめにｐｐ.40-43、農山村エ 

コミュ-ジアム作りによる都市、農山村の交流報告書、自然文化誌研究会。  

木俣美樹男 1994、中央アジアが起源地？キビのふるさとを探る、科学朝日 第 54 巻第 3 号： 

106-110。  

木俣美樹男 1994、（書評）野外生物学への温かい夢を若者たちにいだかせるジェ-ンの自分 

史、科学朝日 第 54 巻第 8 号：90。  
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